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9 【施工における　課題・問題点　等】

　本工事は、新設するポンプ取水施設の築造のため、導水路等の確保を目的とし、導水路や河床等に

再堆積した土砂の撤去(掘削)を広範囲で行う工事です。

現場踏査等を実施したところ、河床部は軟弱地盤のため、通常建機による施工は不可能であると伴に、

水位の上昇によって流出する事が懸念されたため、工事用道路を安易に設ける事が出来ないことの他、

掘削仕上げ面は水中のため、出来形管理及び迅速な出水対応が課題でした。

10 【実　施　内　容】

　上記の課題を解決するため、ICT技術を活用して軟弱地盤箇所の掘削及び浚渫工事の施工実績と、

施工機械の足回り構造がフロートタイプのため、急な水位上昇時にも対応(移動・退避)が行える

泥上掘削機【図-1】を発注者に提案、協議し、軟弱地盤の堆積土掘削を行いました。

また、広範囲での施工のため、泥上掘削機(1台)で、掘削と集積(仮置き場)を1度に行う事が困難で

あることから、掘削土を利用して、補助機械(バックホウ0.8m3級)用の簡易的な工事用道路を築造し、

掘削、集積を順次繰返して施工を行いました。

11 【実　施　結　果】

　今回の施工は、重機足場が不安定(軟弱地盤)な箇所での水中部の堆積土掘削を施工しましたが、

足場の良い状況と差ほど変わりなく、施工履歴データを用いた出来形管理を行う事ができました。

また、施工中の迅速な出水対応、安全性の確保等、様々な制約について対策が必要でしたが、苦情等も

無く、無事に完成する事ができました。
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【実　施　内　容　等】

施工範囲

横断図

【図-1】
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